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2・2
　
適
用
事
例

　

今
回
、
機
械
式
継
手
を
採
用
し
た
潟
端
南
排
水
機
場
の

全
景
を
写
真
1
、
概
要
図
を
図
2
に
示
す
。
地
盤
条
件
の

特
徴
と
し
て
、
標
高
〇
〜
二
四
m
付
近
に
N
値
が
〇
の
軟

弱
粘
性
土
地
盤
が
堆
積
し
、
そ
の
下
層
に
は
粘
土
・
シ
ル

ト
・
砂
が
互
層
に
分
布
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
、杭
長
L
＝
五
四
〜
五
五
m
の
長
尺
の
P
H
C
杭（
以

下
、
基
礎
杭
）
が
計
画
さ
れ
た
。
基
礎
杭
は
プ
レ
ボ
ー
リ

ン
グ
杭
工
法
で
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、

① 

杭
長
が
長
尺
で
あ
り
継
手
が
四
箇
所
配
置
さ
れ
て
い
る

た
め
、
杭
の
接
続
作
業
に
時
間
を
要
す
る
。

② 

軟
弱
粘
性
土
地
盤
で
の
施
工
の
た
め
、
時
間
経
過
と
と

も
に
杭
孔
の
内
側
に
地
盤
が
変
位
す
る
は
ら
み
出
し
が

想
定
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
二
点
か
ら
、
杭
の
高
止
ま
り
が
懸
念
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
従
来
の
溶
接
継
手
と
機
械
式
継
手
を
採
用
し

た
場
合
の
作
業
時
間
（
杭
沈
設
お
よ
び
杭
接
続
時
間
）
の

確
認
と
、
経
時
変
化
に
よ
る
孔
壁
の
変
形
量
に
つ
い
て
二

次
元
F
E
M
解
析
に
よ
る
検
証
を
行
っ
た
。
作
業
時
間
の

比
較
を
表
1
に
示
す
。
作
業
時
間
は
溶
接
継
手
で
一
八
八

分
、
機
械
式
継
手
で
八
〇
分
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
次
元

F
E
M
解
析
の
結
果
、
杭
沈
設
開
始
か
ら
約
六
〇
分
後
に

孔
壁
と
杭
体
が
接
触
す
る
は
ら
み
出
し
が
発
生
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
実
際
の
試
験
杭
施
工
で
も
孔
壁

の
は
ら
み
出
し
が
想
定
さ
れ
る
事
象
（
杭
内
部
か
ら
の
杭

周
固
定
液
の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
）
を
確
認
し
た
た
め
、
協

議
に
よ
り
機
械
式
継
手
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
オ
ー

バ
ー
フ
ロ
ー
の
写
真
と
概
念
図
を
図
3
、
機
械
式
継
手
の

施
工
状
況
を
写
真
2
に
示
す
。

　

機
械
式
継
手
を
採
用
し
た
結
果
、
基
礎
杭
五
五
本
中

五
三
本
は
ト
ラ
ブ
ル
な
く
施
工
を
完
了
し
た
。
支
障
物
が

原
因
と
考
え
ら
れ
る
高
止
ま
り
が
発
生
し
た
杭
に
つ
い
て

は
、
速
や
か
に
引
抜
き
後
日
再
施
工
を
行
っ
た
。
杭
及
び

継
手
の
再
利
用
が
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
工
期
へ
の
影
響

は
些
少
で
あ
っ
た
。
基
礎
杭
の

施
工
時
期
が
梅
雨
時
期
で
あ
っ

た
た
め
、
雨
天
に
よ
る
工
程
遅

延
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
施

工
が
進
め
ら
れ
、
計
画
工
程
か
ら
約
三
〇
%
工
期
を
短
縮

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
一
日
あ
た
り
の
作
業
時
間

の
削
減
に
よ
り
、
残
業
時
間
の
解
消
に
も
つ
な
が
っ
た
。

な
お
、
杭
施
工
完
了
後
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
（
津
幡

町
：
震
度
五
弱
）
が
発
生
し
た
が
、
機
械
式
継
手
を
採
用

し
た
基
礎
杭
お
よ
び
排
水
機
場
に
顕
著
な
変
状
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。

3 

C
O
M
P
A
S
S
工
法

　 （
地
盤
切
削
・
函
体
推
進
タ
イ
プ
）

3・1
　
工
法
概
要

　

従
来
の
非
開
削
工
法
は
、
大
断
面
の
車
道
な
ど
を
対
象

と
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
人
道
や
水
路
等
の
小
断
面
構

造
物
（
内
空
三
・
五
m
程
度
）
に
適
用
し
た
場
合
、
構
造

物
規
模
に
対
し
防
護
工
が
過
大
と
な
り
合
理
的
で
な
い
計

画
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
小
規
模
な
構
造
物
を
構
築

す
る
非
開
削
工
法
と
し
て
、
C
O
M
P
A
S
S
工
法

（CO
M
PA
ct Support Structure 

m
ethod

）（
地
盤
切
削
・
函
体
推
進
タ

イ
プ
）
を
開
発
し
た
。

　

C
O
M
P
A
S
S
工
法
の
概
要
図

を
図
4
に
示
す
。
本
工
法
の
特
長
と
し

て
、
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
刃
口
の
ル
ー
フ
先
端
に
装
備
し
た

地
盤
切
削
ワ
イ
ヤ
を
回
転
さ
せ
地
盤

や
支
障
物
を
切
断
し
な
が
ら
掘
進
し

（
以
下
、
地
盤
切
削
機
構
）、
地
盤
切
削

ワ
イ
ヤ
の
切
削
溝
に
刃
口
よ
り
突
出

し
た
ル
ー
フ
を
先
行
し
て
地
盤
に
貫

入
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
支
障
物
の
過

図 3　オーバーフローの概念図

写真 2　機械式継手の施工状況

表 1　作業時間の比較

継手種別 杭沈設および
運搬時間 継手接続時間 作業時間

溶接継手 60分 （継手溶接27分+検査 5分）
× 4箇所=128分 188分（3：08）

機械式継手 60分 （継手嵌合 5分               ）
× 4 箇所=20分  80分（1：20）

図 4　COMPASS工法の概略図
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は
じ
め
に

　

建
設
業
に
と
っ
て
、
建
設
技
能
者
の
高
齢
化
・
担
い
手

不
足
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
る
な
か
、
社
会
資
本
整
備
の

担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、
生
産
性
向

上
を
図
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
排

水
機
場
工
事
建
設
で
採
用
し
た
既
製
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭

機
械
式
継
手
、
及
び
排
水
路
新
設
工
事
で
採
用
し
た
小
断

面
非
開
削
工
法
の
、
工
法
概
要
と
施
工
事
例
に
つ
い
て
報

告
す
る
。

2 

既
製
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
機
械
式
継
手

2・1
　
工
法
概
要

　

既
製
杭
の
現
場
接
合
の
方
法
と
し
て
は
、
従
来
か
ら
現

場
溶
接
継
手
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

気
象
条
件
の
影
響
を
受
け
や
す
い
こ
と
や
溶

接
作
業
お
よ
び
検
査
に
必
要
な
有
資
格
者
が

高
齢
化
に
よ
り
不
足
し
て
い
る
と
い
っ
た
課

題
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
機
械
式
継
手
が
開
発
さ
れ
、
主
に
建
築
分

野
の
既
製
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
で
の
採
用
か
ら

始
ま
り
、
土
木
分
野
に
お
い
て
も
平
成
二
十
九

年
に
土
木
研
究
セ
ン
タ
ー
の
建
設
技
術
審
査

証
明
の
取
得
、
令
和
二
年
度
杭
基
礎
設
計
便
覧

へ
の
掲
載
と
普
及
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

　

機
械
式
継
手
（
T
・
P
ジ
ョ
イ
ン
ト
）
の
概

略
図
を
図
1
に
示
す
。
あ
ら
か
じ
め
杭
の
上
下

端
部
に
取
り
付
け
ら
れ
た
継
手
部
材
を
現
地

で
嵌
合
さ
せ
る
構
造
で
あ
り
、
溶
接
継
手
と
比

較
し
、
以
下
の
特
長
が
挙
げ
ら
れ
る
。

① 

気
象
条
件
の
影
響
を
受
け
に
く
く
品
質
が

安
定
し
、
施
工
時
に
特
殊
な
技
能
者
を
必
要
と
し
な
い
。

②
接
続
に
要
す
る
作
業
時
間
が
短
い
。

③ 

高
止
ま
り
な
ど
が
発
生
し
た
際
に
継
手
解
除
が
容
易
で

あ
り
、
杭
の
再
利
用
が
可
能
で
あ
る
。

各種排水工事における
新技術を用いた施工事例
－既製杭機械式継手・COMPASS工法－

鉄建建設株式会社　土木本部　土木設計部　課長 高山　真揮

図 1　機械式継手（T・Pジョイント）の概略図

写真 1　潟端南排水機場全景

図 2　排水機場概要図
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法
概
要

　

既
製
杭
の
現
場
接
合
の
方
法
と
し
て
は
、
従
来
か
ら
現

場
溶
接
継
手
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

気
象
条
件
の
影
響
を
受
け
や
す
い
こ
と
や
溶

接
作
業
お
よ
び
検
査
に
必
要
な
有
資
格
者
が

高
齢
化
に
よ
り
不
足
し
て
い
る
と
い
っ
た
課

題
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
機
械
式
継
手
が
開
発
さ
れ
、
主
に
建
築
分

野
の
既
製
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
で
の
採
用
か
ら

始
ま
り
、
土
木
分
野
に
お
い
て
も
平
成
二
十
九

年
に
土
木
研
究
セ
ン
タ
ー
の
建
設
技
術
審
査

証
明
の
取
得
、
令
和
二
年
度
杭
基
礎
設
計
便
覧

へ
の
掲
載
と
普
及
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

　

機
械
式
継
手
（
T
・
P
ジ
ョ
イ
ン
ト
）
の
概

略
図
を
図
1
に
示
す
。
あ
ら
か
じ
め
杭
の
上
下

端
部
に
取
り
付
け
ら
れ
た
継
手
部
材
を
現
地

で
嵌
合
さ
せ
る
構
造
で
あ
り
、
溶
接
継
手
と
比

較
し
、
以
下
の
特
長
が
挙
げ
ら
れ
る
。

① 

気
象
条
件
の
影
響
を
受
け
に
く
く
品
質
が

安
定
し
、
施
工
時
に
特
殊
な
技
能
者
を
必
要
と
し
な
い
。

②
接
続
に
要
す
る
作
業
時
間
が
短
い
。

③ 

高
止
ま
り
な
ど
が
発
生
し
た
際
に
継
手
解
除
が
容
易
で

あ
り
、
杭
の
再
利
用
が
可
能
で
あ
る
。

各種排水工事における
新技術を用いた施工事例
－既製杭機械式継手・COMPASS工法－

鉄建建設株式会社　土木本部　土木設計部　課長 高山　真揮

図 1　機械式継手（T・Pジョイント）の概略図

写真 1　潟端南排水機場全景

図 2　排水機場概要図
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現 場
代 理 人
レポート

　吉井川地区は、岡山県三大河川の一つ
で、県南東部を流下する一級河川吉井川
沿いの岡山市ほか 4市町にまたがる
5,502haの農業地帯です。地域内では、
水稲を中心に水田畑利用による小麦等の
土地利用型作物のほか、野菜等を組み合
わせた複合経営及び野菜、果樹等の畑作
による農業経営が展開されています。
　本工事の対象施設である「新

しん

田
た

原
ばら

井堰」
を含む基幹的農業水利施設は、国営吉井
川土地改良事業（昭和45～63年度）により
造成されましたが、整備後約40年が経過
し、堰ゲートや管理システムの操作・制
御の不具合など施設の老朽化が進行し、農業用水の安定供給に支障を来たすとともに維持管理に多
大な費用と労力を要していました。本事業では、これらの問題を解決するために、基幹的な農業水
利施設の機能を保全するための整備を行うものです。
　その一環として、本工事は、地域の水源である新田原井堰（本体建設工事は当社が施工）の上流エ
プロン部に長年堆積した土砂約 4千㎥ を撤去するものですが、当堰は200万㎥ のかんがい用水を貯
留する機能を有し、非出水期でも常に7～8m程度の水深がある河川内の浚渫工事となっています。
施工にあたっては、発注者をはじめ地元関係者のご指導ご協力を仰ぎながら、河川環境への配慮を
最優先とし、無事故・無災害での完工が迎えられるよう作業所一同、努力してまいります。

吉井川農業水利事業
新田原井堰付帯施設整備（その1）工事

現場代理人

（写真右） 株式会社大本組

新田原井堰作業所長 阿部　貴之
監督職員

（写真左） 中国四国農政局 吉井川農業水利事業所

技術専門官 越智　　猛

監督職員からのエール

　本工事は令和 6年度の非出水期に予定されているエプロン補修工の前段として、エプロン
部に堆積している土砂を事前に撤去（浚渫）する工事です。
　現場は家屋や他機関発注工事に近接し、騒音への配慮、仮設ヤード（高水敷）通行の調整、
出水時の安全確保、また漁業関係者から河川内作業は鮎の遡上の関係から 4月中にとの要望
があるなど、各種調整、特に工程管理が非常に重要となっています。
　このような中、現場代理人の阿部所長は、近接家屋や漁業関係者等へ細かな工程説明を行
うなど、関係者と積極的にコミュニケーションを図り良好な関係を構築し、各種調整を的確
に実施していただき、関係者からは、対応が適切であり素晴らしいと評価をいただくなど、
円滑に工事が実施され、大変感謝しております。
　浚渫作業は 4月中旬に完了しこれから仮
設ヤードとして使用した高水敷の復旧等と
工事は終盤となりますが、最後まで気を緩
めることなく、無事故無災害で工事完工を
迎えられるようよろしくお願いします。

　令和 6年 5月受稿。本工事は令和 6年 5月に完成しました。

度
の
取
り
込
み
に
よ
る
地
表
面
の
陥
没
や
、
刃
口
が
支

障
物
を
押
し
込
む
こ
と
に
よ
る
地
表
面
の
隆
起
を
回

避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
掘
進
に
伴
う
地
中
内
障
害
物

の
影
響
を
図
5
に
示
す
。

② 

刃
口
本
体
に
地
盤
切
削
機
構
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
施

工
延
長
を
無
制
限
化
し
た
。 

③ 

刃
口
お
よ
び
姿
勢
制
御
ア
ダ
プ
タ
ー
を
分
割
解
体
可
能

な
構
造
と
す
る
こ
と
で
、
到
達
立
坑
の
大
き
さ
に
制
限

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
刃
口
の
回
収
を
可
能
と
し
た
。

3・2
　
適
用
事
例

　

本
工
法
を
採
用
し
た
西
鶴
岡
信
号
所
構
内
排
水
路
新
設

工
事
は
、
宅
地
化
が
進
ん
だ
水
田
地
帯
に
お
い
て
、
局
所

的
豪
雨
に
よ
り
発
生
す
る
道
路
冠
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

軌
道
直
下
に
排
水
路
函
渠
を
施
工
す
る
も
の
で
あ
る
。
排

水
路
の
全
景
を
写
真
3
、
施
工
横
断
図
を
図
6
に
示
す
。

函
体
延
長
は
一
八
・
九
m
、
内
空
断
面
は
高
さ
一
・
〇
m
×

幅
一
・
五
m
、
最
小
土
被
り
は
〇
・
四
六
六
m 

で
あ
る
。

交
差
箇
所
の
軌
道
は
緩
和
曲
線
を
含
む
た
め
、
従
来
の
工

事
桁
を
用
い
た
開
削
工
法
は
不
適
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、

非
開
削
工
法
が
採
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
非
開
削
工
法
は
開

削
工
法
と
比
較
し
、
掘
削
土
量
が
少
な
く
C
O
2
な
ど
の

排
出
量
を
抑
え
る
こ
と
が
可
能
な
点
や
、
軌
道
切
替
作
業

に
伴
う
多
数
の
軌
道
工
の
確
保
が
不
要
な
点
な
ど
か
ら
有

利
と
い
え
る
。

　

地
盤
条
件
は
切
羽
面
の
上
部
に
φ
四
〇
〜
二
五
〇
㎜ 

程
度
の
玉
石
層
が
存
在
し
た
が
、
掘
進
時
に
地
盤
切
削
ワ

イ
ヤ
で
玉
石
を
切
断
す
る
こ
と
に
よ
り
、
玉
石
を
押
し
上

げ
る
こ
と
や
取
込
み
に
よ
る
空
隙
の
発
生
を
防
ぎ
、
列
車

運
行
に
支
障
す
る
よ
う
な
軌
道
変
位
を
発
生
さ
せ
ず
に
掘

進
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
掘
進
中
に
切
削
し
た
玉

石
を
写
真
4

に
示
す
。
ま

た
、
到
達
立

坑
は
占
用
面

積
の
関
係
上
、

刃
口
全
体
を

搬
出
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
が
、
順
次
分

割
し
な
が
ら
、
ク
レ
ー
ン
を
用
い
て
回
収
を
行
っ
た
。
刃

口
の
分
割
回
収
状
況
を
写
真
5
に
示
す
。

4 

お
わ
り
に

　

本
報
告
で
は
、
基
礎
杭
の
現
場
接
合
方
法
で
あ
る
機
械

式
継
手
と
小
断
面
非
開
削
工
法
で
あ
る
C
O
M
P
A
S
S

工
法
（
地
盤
切
削
・
函
体
推
進
タ
イ
プ
）
の
概
要
と
施
工

事
例
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
継
手
数
の
多
い
長
尺
杭
の
施

工
に
当
た
っ
て
は
、
高
止
ま
り
発
生
リ
ス
ク
（
工
事
費
増

高
及
び
工
期
遅
延
）
の
低
減
を
図
る
た
め
、
機
械
式
継
手

の
採
用
が
有
効
で
あ
り
、
今
後
、
同
種
工
事
へ
の
参
考
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
C
O
M
P
A
S
S
工
法
は
地

表
面
に
変
状
を
与
え
な
い
こ
と
で
リ
ス
ク
低
減
が
図
れ
る

こ
と
か
ら
、
鉄
道
工
事
に
か
か
わ
ら
ず
同
種
の
リ
ス
ク
を

抱
え
る
非
開
削
工
法
に
よ
る
小
断
面
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
工

事
に
適
用
が
可
能
で
あ
る
。

　

今
回
報
告
し
た
技
術
が
、
社
会
資
本
の
構
築
に
お
け
る

生
産
性
向
上
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

図 5　掘進に伴う地中内障害物の影響

写真 3　排水路全景

図 6　施工横断図

写真 4　切削した玉石

写真 5　刃口の分割回収状況
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